
 

 文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業（連携型）」では、平成27～29

年度の共同研究の支援を行ってきました。支援した研究の実態を把握し、その成果を評価するために、3/2（金）に東京医科

歯科大学にて共同研究成果発表会を開催しました。同発表会では、各研究チームの代表者がプレゼンテーション発表を行いま

した。本学からはベアテ ハイジ先生（院・アトピー救急研究センター）、千葉 麻子先生（免疫学講座）、齋藤 アンネ優子

先生（浦安・放射線治療学講座）、杉原 匡美先生（臨床検査医学講座）、田中 奈々先生（練馬・小児外科学講座）の5名の

先生方が発表されました。 

 各研究チームの研究内容は大変興味深く、東京医科歯科大学や株式会社ニッピバイオマトリックス研究所と連携を取りなが

ら研究を進めていることが伺えました。共同研究体制だからこそできる、効率的な作業に非常に感心しました。また、特許の

出願等といった将来の実用化に向けた取り組みを進めているチームもあり、今後の研究が益々楽しみに感じました。 
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平成29年度 共同研究成果発表会を行いました 

 文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業（連携型）」では、育児と研究の

両立を推進しています。その一環としてファミリーサポート事業を実施しています。これは「子育てを支援したい」という地域

の方々の協力を得て、研究者が育児をしながら安心して働き続ける環境の整備を図り、子育てと研究との両立支援することを目

的としています。ファミリーサポートの利用を希望されたい方は以下の通り、募集を行います。 

 ●利用対象者 ： 本学教員  

          性別、身分は問わないが本学での勤務実態 （附属病院を含む）が週3日以上ある者とする 

 ●援助可能な活動（例）：保育園・学校・学童保育・塾・習い事等への送迎、その前後に子供を預かること 

             病気あるいは病気回復期の子どもを預かること    

  利用をご希望される方は男女共同参画推進室（sankaku@juntendo.ac.jp）へご相談ください。                       

 

 

 出産・育児・介護等のために十分な研究時間を確保できない研究者の研究を支援する標記制度について「特別枠」を設け、平

成30年度から運用を開始します。「特別枠」は下記の理由等により、支援を必要とする研究者の支援を行うこととします。 

・何らかの理由で「一般枠」に申請をすることができなかった者（前年度、本学に在籍をしなかった者等） 

・子どもの急な入院、家族の急な介護など、家庭の事情等による「緊急事態」により、研究の継続及び進捗等に支障が生じる可  

能性のある者 

 ご希望の方は男女共同参画推進室（sankaku@juntendo.ac.jp）へご相談ください。   

 

研究支援制度「特別枠」について 


